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情シスの情シスによる情シスのための人材育成
-リスキリングとそれに反する
教育後回しジレンマ克服の具体策-
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事業会社とベンダーでの業務経験を活かしビジネスとシステムの架け橋となるべく

広く業務に従事
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1.1 なぜ今 “教育” なのか

“教育（≒ リスキリング） ” が必要とされる背景

業務

効率化

低コスト障害ゼロ

今まで情シスに求められたもの

新たな

ビジネス

売上

アップ

競争力

差別化

今後の情シスに求められるもの

正
解
の
な
い

不
連
続
へ
の
挑
戦

ビジネスへの直接的貢献業務の安定的継続



1.2 そもそも “教育” とは何なのか

事業会社の情シスにおける “教育” とは？

システム開発に必要な

スキルの習得
Techスキル PMスキル+

情シスメンバー全員

ビジネスに必要な

スキルと経験の獲得

（多様性を求めて）

多様なスキルと経験

（ジャンルを問わない）

選抜/抜擢されたメンバー

教育＝ “投資“ ⇒ 選択と集中がMUST
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2.1 情報統括部 体制

システム部門と事業部門の関係性

マーケティングシステム課

基幹システム課

コーポレートシステム課

基盤開発課

DX推進課

情報統括部 業務部門

マーケティング

SCM/生産

商品開発/人事

ー

ブランド事業部

各課と業務部門が1:1の関係性



2.2 情報統括部 メンバー構成

年齢構成と人事活動
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20代 30代 40代 50代

人数構成 FY20 FY21 FY22

IT総合職
採用
スタート 中途採用

積極化
事業部門
異動者
活用検討



2.3 情報統括部 文化・習慣・マインド

バイモーダルITとの比較

Mode1（≠Legacy） Mode2（≠Modern）

バイモーダルIT

目的

費用

品質

取組み方

新しいことに積極的・能動的に挑戦することが難しい状況

言われる業務要件対応 ビジネス成功への貢献

コスト削減前提の経費 競争領域への投資

確実・安定稼働 迅速・柔軟

出来ることをコツコツと チャレンジ

不可欠な２つの性格



システムの性格と携わるメンバーの役割の違い

イケてる/イケてない 主役/脇役 優/劣

閑話休題

事業会社におけるバイモーダルITとは？

Mode1（≠Legacy） Mode2（≠Modern）

バイモーダルIT

不可欠な２つの性格

【SoR中心】
業務効率化

コスト削減

安定稼働

【SoE中心】
顧客接点創出

競争領域投資

付加価値創造

業務に精通し

継続的なカイゼンを

業務・システムの両面

から促す

テクノロジーを活用し

正解のない挑戦に

取組む

Mode1⇔Mode2は情シス/システムにとって不可欠



2.4 顕在化している課題

情報統括部の今後に向けた課題

ビジネス＋IT

スキル
開発＞ｻｰﾋﾞｽ 投資予算枠 KKD

ヒト モノ カネ 情報

クローズ

ヒエラルキー
御用聞き

〇〇は

出来ません

文化 習慣 マインド

現状からの脱却を1人1人が図れるかが カギ
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3.1 情報統括部 あるべき姿

会社から求められる役割と責任

システムを介したビジネスへの直接的な貢献

今まで情シスに求められたもの 今後の情シスに求められるもの

安定

稼働
安価

ビジネスへの直接的貢献 ビジネスへの直接的貢献

安定

稼働
安価

迅速

柔軟

選択

集中



3.2 進藤が求める情報統括部 役割と機能

多様性の実現＆スペシャリスト集団

経営

Tech系 Business系

情報統括部

クラウドとインターネットに対する理解＋多様な専門性

AWS＋Internet

アーキ IT SP APP SP 業務SP コンサル データ

PM



3.3 情報統括部に求められる“チェンジ”

まずは“雰囲気”を変えるところから

部課制を前提とした従来の“情シス”からの脱却

マインド

スキル 体制 取組み方

ヒト 組織 仕事

ベースライン フラット
オープン

開発・構築
より以前

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

やれば出来る
まずやってみる

スキル明確化
必須スキル

プロジェクト制
課を横断した体制

ビジネス
業務部門と共同



3.4 “チェンジ”に立ちはだかる“壁”

全てのブレーキはここにあるのでは？

意思決定権者（管理職）から変わらなければスタートは切れない

過去の経験頼み 狭い世界の住人 肩書主義
“知っていること”

が唯一の判断基準
自社/自組織起点

の物言い
“上”を見た仕事
肩書・年次は大事

「なぜ変えなければいけないの？」
「リスクはないの？」
「イヤだと言っている人がいるのでは？」
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4.1 教育に必要な目標設定

リアリティを感じ過ぎない“可能性”をイメージ

市
場
価
値

活躍の場

社内SE

IT Professional

Global Business Person

① “見える”

② “目指せる”

③ “憧れる”

① “見える”

② “目指せる”

③ “憧れる”

•社内での活躍
•ベーススキルの確立

•SIerとの比較
•スキルの垂直水平強化

•グローバルでの活躍
•将来のイメージ作り



4.2 教育に必要な環境

自社に閉じないネットワーキング

内
部
環
境

外
部
環
境

• 教育は“投資”である以上

選択と集中が基本

• ある程度の強制力を必要

性を明らかにしつつ発動

• 外部のハイパフォーマーの

存在を知り、対話する

• 色々な業界人とのコンタク

トポイントを確保

環境構築のポイント

• “古いヒト”程教育に対して平等と

公平を求める

• “現業”への言い訳⇒時間の確保

• 何の問題もない。取引のある、旧

知のベンダーやコンサルに相談

• 外部との交流を嫌がる閉鎖的な

マインドがあることも・・・

環境構築の課題



4.3 教育に必要な資源

ヒト・モノ・カネ・時間・情報の確保

教育推進

必須要素

ヒト
講師：その道のプロに

気軽に相談

モノ
教材：その道のプロ

の既存のアセット

カネ
予算：投資予算とし

て確保
時間

時間：現業の効率化

を追求

情報
事例：その道のプロか

ら情報収集



ビジネス

スキル
ITスキル

4.4 リスキリングを考慮した教育プロセス

リスキリングは特別なのか？

IT/デジタル
スキル

ビジネス
スキル

業務
経験

総合戦闘力アップ

クラウド/インターネット

問題解決能力業界/業務知識

業務知識

業務知識
ITスキル

ビジネススキル

従来の教育プロセス

DX時代の教育プロセス

その会社でしか通用しない知識優先

グローバルで戦える普遍的スキル優先



4.5 リスキリングを考慮した教育の進め方

教育は段階的内製で実施

IT

デジタル

ビジネス

業務

カテゴリー 教育者 生徒

プロ

プロ

内製

内製

選抜

選抜

全員

選抜

コンテンツ

IT基礎
クラウド基礎
クラウド応用

ロジカルシンキング

各部門の

生きた教材

問題解決

教育者 生徒

選抜生徒

選抜生徒

内製

内製

全員

全員

全員

全員

1サイクル コンテンツをアセット化 2サイクル 内製



4.5 リスキリングを考慮した教育の進め方

教育は段階的内製で実施

教育実施

コンテンツ

アセット化
教育実施

コンテンツ

アセット化

プロによる教育 選抜生徒卒業

生徒による教育 全員卒業

IT/デジタル

ビジネス

業務

IT/

デジタル

ビジネス

業務

1st サイクル

2nd サイクル



4.6 KOSEのこれまでの取組み

教育への共感と短期的取組み

意義と必要性への共感

SEの可能性

自分自身の将来像

SE〔SE以外〕
がたどれる道

トレーニング

現在地の
確認

成りたい自分
受けたい教育

成果の
確認

短期的取組み

I
T

ビ
ジ

ネ
ス

• クラウド基礎

• 各種ハンズオン
• PJで必要なスキルの
勉強会

• 日々チャットを介した
Q&A

• ロジカルシンキング
• リサーチ/ドキュメント
• 問題解決

内部/外部

有識者と

いつでも会話

• チャット

• Web会議

• ｵﾌｨｽｱﾜｰ

• 座談会

共感と環境

が大事

ミ
ニ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進



4.6 KOSEのこれまでの取組み

【参考】教育の一環として若手のプロジェクト参画の形

運用展開テスト開発設計

運用展開テスト開発設計要件定義

要件

定義

単体テスト

テストケース１

テストケース２

テストケース３

定期定型運用

定期運用１

定期運用２

定期運用３

運用展開テスト開発設計
要件

定義

プロジェクト A

プロジェクト a プロジェクト b

名誉監督

新人

新人

コーチ コーチ
新人 新人 新人 新人

一般的

PJ参画

ミニPJ

推進

長期のPJの

一部のフェーズ

の一部のタスク

を「手伝う」

短期のPJの

全フェーズの

全タスクを

「自分で考えて」

推進する



4.7 KOSEの今後の取組み

自分の可能性と将来を信じられるように

社内SE

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

志
向

ビジネス志向

スペシャリスト

アーキテクト

DBA
PM

PL

BPR推進
DX推進

戦略コンサル

グローバル視点

勝ち取る教育

• 自社に限定しない
• どこでも活躍できるレベルとスキル
• 過去の成功にこだわらない

• 教育は投資
• なりたい自分への挑戦
• 教育を最短距離で成果に

徹底サポート
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5.1 教育を難しくする落とし穴

「和を以て貴しとなす」の弊害

会社のカルチャー/管理職のマインドのチェンジが最優先

教育

機会の公平性

例）全員参加型 合同研修
例）とりあえずWEB e-learning

課題
教育＝投資の概念が無

IT/DXなのに専門性低

教育

能力/やる気に応じた抜擢

例）AWSなどによるカスタムトレーニング

改善
効果測定し易い

本当の意味で実践的



5.2 教育は手段 自己研鑽の先を見据えて

「成りたい自分」のイメージが大事

「成りたい自分」に気付ける環境が高いモチベーションに繋がる

教育

与える ×獲得する〇 知
識

経験

現状

成りたい
自分収入

環境

ヒト

教育の必要性が自身にあるか？



5.3 AWSとの付き合い方

AWSのカバレッジ（意外と知られていない）

環境作り ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ作り コンテンツ作成 トレーニング

Tech支援 PJ支援 よろず相談

SA/PS/ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ SA/PS/ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ SA/PS/ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ SA/PS/ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

情シスの成長と成功に向けて “AWSを使い倒せ”

オフィスアワー

座談会

個別相談

事例紹介

スキルチェック

カスタムトレーニング

ハンズオン

モブプログラミング

SA/PS/Sales



Don’t think, 

Just do.



© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.© 2023, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.


